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研究要旨  

頚髄症患者と健常対象群に対して、安静時 functional MRI を用いて脳内ネットワ

ークの変化を検証した。頚髄症患者に特有と思われる複数の脳機能変化が観察さ

れた。

 

 

 

Ａ．研究目的 

頚椎症性脊髄症や頚椎後縦靱帯骨化症など

の圧迫性脊髄症に伴う、痛みやしびれなど

の感覚障害、巧緻障害や歩行障害などの運

動障害と関連した脳内ネットワークの変化

を安静時 functional MRI(rs-fMRI)を用いて

明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

本学倫理審査委員会承認済み。 

頚髄症患者と年齢・性別をマッチさせた健

常対象群に対して rs-fMRI 撮影を行った。

患者群に対して頚髄症 JOA スコアおよび

Neck disability indexを評価した。既知の脳

ネットワークを seed において Seed-based 

correlation法により機能的結合を解析した。 

 

Ｃ．研究結果 

感覚運動系と小脳との機能的結合が患者群

で有意に低下し(p<0.001)、前頭前皮質内側

部(MPFC)と補足運動野(SMA)との機能的結

合は患者群で有意に増大していた(p<0.001)。

前部島皮質と楔前部との機能的結合は患者

群で有意に増大していた(P<0.001)。 

 

 

 

 

Ｄ．考察、 

感覚運動系と小脳との機能的結合の低下は

脊髄後索障害を反映している可能性がある。

MPFCとSMAとの機能的結合の増大は運動

機能が低下している病態において運動実施

への認知資源の振り分けを反映している可

能性がある。前部島皮質と楔前部との機能

的結合の増大は慢性的な不快な感覚を反映

している可能性がある。 

 

Ｅ．結論 

頚髄症患者に特有の脳機能変化がrs-fMRIに

よって示された。 
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